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概要

大学 ICT推進協議会年次大会の予稿用テンプレートです。大学 ICT推進協議会年次大会の予稿用テンプレート
です。大学 ICT 推進協議会年次大会の予稿用テンプレートです。大学 ICT 推進協議会年次大会の予稿用テンプ
レートです。

1 はじめに

この サンプルファイル中の文の内容は、年次大会
の論文作成と提出に関する情報を基に作成しています
が、最新の内容は年次大会のウェブページで確認する
ようにしてください。

2 著者向け情報

2.1 論文の作成
講演論文集はダウンロード版として出版します。1

つの講演につき、A4 判で 2 ページ以上 8 ページ以内
の原稿を用意してください。詳細は論文作成要領を参
照してください。
2.2 論文の提出
原稿は、PDF ファイルをウェブ上でアップロード
することにより提出してください。論文ファイルの提
出ページにアクセスして、指示に従い提出してくださ
い。提出期日は年次大会のウェブページで確認してく
ださい。

3 論文作成要領

講演論文集はダウンロード版のみです（冊子版や
CD-ROM版はありません）。電子的な出版形態をとり
ますので、原稿の提出は基本的に PDF 形式のファイ
ルをアップロードすることにより提出してください。
PDF 形式で提出していただくことにより、文字はも
ちろんのこと図等も鮮明に印刷することが可能になり

ます。
読みやすく鮮明かつ正確な出版物とするために、以
下の指示に従い間違いのないように執筆してくださ
い。なお、締切後の訂正は受けつけません。締切前で
あれば、訂正して再提出することができます。
3.1 論文の書式について
• 原稿は A4 判で 2 ページ以上 8 ページ以内です。
ページ数は、読みやすさを損なわない範囲で、で
きるだけ少なくしてください。

• 原稿は日本語または英語で記述してください。
• ページの上端 20mm、下端 24mm、左右 23mm以
上の余白を設け、その中を原稿記入範囲としてく
ださい。

• 先頭ページの原稿記入範囲の上部に、論文タイト
ル、著者名、所属、メールアドレスの順に各項目
を記入してください。また、タイトル、著者、所
属情報は英文も併記してください。

• 本文の文字の大きさは 10～11 ポイントとしてく
ださい。

• ページは 2段組を推奨します。
• 原稿にはページ番号を記載しないでください。
• 図表は本文中に埋め込んでください。
• 参考文献は以下の通りに記述してください。

– 雑誌の場合：著者名、タイトル、雑誌名、巻、
号、ページ、発行年

– 書籍の場合：著者名、書名、参照ページ、発
行所、発行年



• 本文中で参考文献に関連する箇所には参考文献番
号を付与してください。

3.2 PDFファイルの作成について
論文ファイルは PDF 形式のファイルをウェブ上で
アップロードすることにより、提出してください。提
出できるファイル形式は PDFだけです。

• ファイル名には拡張子（.pdf）を必ず付けてくだ
さい。

• PDFファイルの大きさは、論文 1件あたり 10MB

が上限です。
• 画像の解像度を必要以上に落とさないようにして
ください。

• フォント情報を埋め込むと、意図した通りの仕上
がりになるはずです。

• 編集不可・印刷不可などのセキュリティ設定を施
さないでください。

3.3 論文の提出
年次大会ウェブページの指示に従ってファイルを
アップロードすることにより、論文を提出してくだ
さい。

4 参考文献の書き方

参考文献を記載するときの書式は、雑誌の場合 [1]

と書籍の場合 [2]それぞれ以下に従ってください。

参考文献

[1] 著者名、タイトル、雑誌名 巻、号、ページ、発
行年．

[2] 著者名、書名、参照ページ、発行所、発行年．


